





“SYNAPSEʼs efforts and achievements for children and persons with disabilities”
皆様こんにちは。Jennifer Cullenと申します。本日はこの場に立つ事ができることを大変喜ば
しく思います。お招きいただいたことに対して，長田先生に「arigatou gozaimasu」と申し上げ


















































































































（Australian Brain Injury Awareness Week）でした。テレビやメディア，脳損傷や複雑な障
害をもつ人々を支援する州や準州とともに，脳損傷について全国レベルの討論を行ったのです。


















































































































































































































































































































































































































〈32〉Development and current situations of Cognitive Behavioural Therapy for children and/or persons with disabilities
人もいます。教会から自宅に戻るときには，コミュニティの誰かが彼女を送ります。Synapseはこ
のような活動に関しては彼女をサポートしていません。行動を理解し，適切な介入を行うこと，
理解することはもちろん必要ですが，他の介入は必要かどうか。彼女のQOLが意味することを，
どのようにスタッフに理解してもらえばよいでしょうか。
Clareがこれらの基準を取り入れるやり方を見ながら，私がここでお話したことの妥当性を加え
ることは良いことだと思います。来年ここに戻ってきて，この女性のQOLの8領域全てが改善し
ました，と報告できたならば大変すばらしいでしょう。
私が本日皆さんにお話しした内容は，Synapseが実践していることの一部です。私たちは住居
用施設モデルを推進し，それはアジアやオーストラリアの脱施設化の歴史に基づいていました。
そして，障がい者の扱いについて，クイーンズランドで起こっていた非常にひどいことにも基づ
いています。我々の国家政府の改革では，支援を必要とする人々は老朽化した介護施設に住む
べきではないとしています。しかし現実は，その施設に住む以外に選択肢がないのです。ですか
ら私たちは，レンガやモルタルを積み上げて，適切な住居用施設を開発する方法を考えなければ
ならないのです。
私は，複雑な行動上の問題をもつ先住オーストラリア人のための，オーストラリアで最初の認
知行動リハビリテーションセンターをケアンズに設立するために，オーストラリア政府から460万
ドルの予算を受けたことを申し上げていませんでした。現在，少し問題があり政府の状況次第で
すが，来年あたりにはそれが完成し運用できることを願っています。ご存知の方もおられるかも
しれませんが，来週末は，オーストラリア連邦選挙になっていますので，選挙後もSynapseが施
設を建設する価値を認めてくれることを願っています。
我々の取り組みは，障がい者が必要としているからケアを提供しよう，という考え方からはず
いぶん離れています。Synapseでは，支援的役割という価値判断を持っています。私たちが行っ
ているのは，彼らが自分たちの家族や社会との関係をもてるような援助です。そろそろ最後とな
りますので，常套句ではありますが，村全体で1人の子どもを育てると申し上げましょう。子ども
が複雑な障がいをもつことになったとき，非常に早い段階で予防的な手段を講じれば，彼らが刑
事罰や長期的ケア施設に入所するのを防ぐ事ができます。私たちのサポートを必要とする大人に
とっては，損傷や問題行動に関する重大な変化が，いつどの時点で起こったのかについての問題
歴を作成することは重要です。
我々は，これらの介入の効果や有効性，効率が，Synapseサービスにやってくる人々に実際に
影響を与えることができるよう邁進しています。十分な予算はありませんので，配分されたお金
でいかに費用対効果を高めるか，障がい者サービスがどのように提供されるべきかという，オー
ストラリアにおいて 非常に新しいことに挑戦しています。
講演の冒頭で，DisabilityCare Australiaについてお話しました。現在，Synapseは補助金を
得てハウスを運営しています。そして，補助金が配当されたならば，Synapseは政府とともにハ
ウスに入居する人を決定します。オーストラリアにおいて，障がい者をどのように見るかに関し
ては非常に大きな変化があります。私たちは，選択とコントロールの思想に注目しています。こ
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れは，オーストラリアのいろいろなところ，ニューサウスウェールズ，ヴィクトリア，タスマニア，
そしてthe ACTなどです。機会がありましたら，DisabilityCareのウェブサイトを見てください。
My Access Checkerというスクリーニングツールが掲載されています。意図しているのは，現在
から2018年までに，障がい者自身が個別に助成金を受けるというものです。予算がSynapseに配
分されるかわりに障がい者自身が受け取り，彼らがサービス提供者としてSynapseを選ぶかどう
か，もし母親が彼らのケアをしているのであれば，自分の母親にもお金を支払うよう選択できる
のです。このように機能するためには，全体的な新たな変革が必要です。現在は，我々が補助金
によるハウスを所有していますが，将来的にはそれは個人にいくようになるのです。
認知障害をもつ人々についていえば，その認定のために現在はオーストラリアのツールが使わ
れています。しかし，DisabilityCareの根底にあるのは，障がい者の経済的参加を高めるという
ことです。私は，昨年も，またこの2週間もそのように述べてきましたし，これからもこのように
述べるでしょう。障がい者の経済的参加についての対応に関しては，日本がずっと先を行ってい
ます。
Synapseについていくらかお伝えできていれば幸いです。私たちが実施している枢要な介入や，
これらの個人レベル・コミュニティレベルの効果に向けて我々がどのように進んでいるかについ
ておわかりいただけたらと思います。私たちはこれからも，ルーティンとなっている成果測定のツー
ルを開発して行くでしょう。自分たちの介入についての実証的なメカニズムを示唆できれば，ク
イーンズランドに住む障がいを持つ方々のQOLを高めることにつながるからです。
ご清聴ありがとうございました。
